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大
ム
ッ
。

レ
七
月
十
一
日
グ
イ
フ
プ
ジ
シ
カ
ド
於
て
調
印
せ
ち
れ
女

る
平
和
俄
依
約
の
内
容
は
そ
も
如
何
な
る
も
の
な

'oし

〉

O

-狗

M(
ご
例
規
隔
主
椴
者
以
伊
太
利
聯
邦
の
組
織
を
援
助
す
べ

を
も
の
な
よ
リ
0

(
ニ
)
聯
邦
は
探
民
法
王
子

e

名
様
サ
日

J

長
(
出
O
口O
吋

g
q
勺円。
ω
5
1

8
3・)
Eな
し
、
翼
下
に
援
か
る
、
可
を
も
の
な
、
J

り。

こ
ニ
)
瑛
太
利
皇
帝
は
ペ

γ
ラ
プ
(
句
。
ω
η
E
R
μ
)
及
び
マ
ン
ツ

ア
(
民

5
2
μ
)
を
除
く
外
ロ
シ
バ
ル
デ
1
全
部
仁
於
け
る
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内
に
初
ぴ
行
ぎ
ぬ
O

，T
l

一
年
の
後
彼
が
北
ベ
醤
間
続
凶
に
緩

b
e
、
求
め
ー
文
る
緑
、
彼
の
同
切
一
闘
が
就
れ
る
態
皮
は
資
仁
彼

ろ
選
訟
ご
え
沿
)

L

ヘ
.3控
lr一
司
汗
℃
¥
:

PJ
認
イ

a
y
g
d
ジ
メ
J

す
議

9
9〈

K
Zだ
'h'
品目
)
O
L

ピ
ラ
セ
ン
王
は
rH己
に
何
等
の
交
渉
。
ど
港
経
w
d

る
此

不
総
理
極
ま
れ
る
平
和
総
約
に
届
げ
て
同
窓
せ
か
・

4

る
含
待

先
」
る
な

6
0
カ
グ
!
ル
は
之
を
聞
な
て
庇
ψ

・
り
に
合
議
坊
に

d

訪
問
せ
ム
ノ
。
然
れ
ど
得
時
J

院
に
産
わ
I

り
虫
、
九
ザ
ヌ
ド
一
ル

ロ
パ
)
一
別
問
良
幸
一
以
塗
土
に
到
し
、
品
諮
問
内
に
必
要
p
f
」
認
ひ
も
カ
グ
!
ル
活
最
早
如
何
と
上
十
一
か
阪
は
市
C
H
i
l
lト

1
1

べ
営
改
革
を
行
ふ
べ
き
と
と
を
一
染
公
ず
ぺ
し
。
相
は
一
時
激
怒
の
倣
b
に
王
を
出
資
せ
J

り
o

主
は
燃
し
て

(
レ
士
一
府
交
戦
制
問
の
戦
争
に
闘
す
る
位
以
況
の
事
後
に
依
f

り
一
一
帳
、
だ
崎
誠
に

mm
ん
か
の
み
る
諮
殺
さ
て
カ
グ
j

ル
改
築
く
身

制
作
品
ど
仰
伸
文
る
告
の
会
部
に
野
し
、
充
分
な
る
日
一
つ
一
般
に

7
総
子
に
溶
し
て
恰
否
失
紳

!?Zの
h

如
し
い
川
川
な
り

説
。
川
J
大
伊
ど
行
ふ
ぺ
し
o

…
彼
一
ね
ナ
ー
ユ

i
リ
ン
に
締
る
や
否
や
泣
も
に
形
…
阪
を
ち
か

I'L
商
代
々
に
あ
'
り
を
c

古
人
を
し
て
一
見
に
…
似
人
ソ
一
y
y
の
一
て
、
関
友
一
ア
タ
ヲ
ー
に
後
事
を
認
し
調
山
八
円
と
し
て
七
十
十

所
設
を
対
日
せ
レ
は
り
ト
、
o
u
d
)
日

委

長

ζ
3
5
?
!、一

YL.い
』
-t

」
J

y

-

、
二
2
J
L
女
〈
n
u
f
y
h
z
f刃
政

ρ
1
1
一一一一日

k
以
て
閣
を
去
る
。
立
胸
昨
果
し
て
如
何
o

に
締
結
せ
ら
れ
党
る
平
和
紙
何
人
を
拭
リ
櫛
足
せ
し
め
た
7
り

一

(

八

)
y
l
u
/
少
一
一
ト
サ
ロ
ト
げ
訟
{
保
内

台
。
が
太
一
利
半
島
一
は
共
闘
戦
前
の
如
、
依
然
と
し
て
不
仲
間
一
然
I

り
ふ
す
-
伊
奈
利
紘
一
り
品
川
浩
一
札
似
し
と
ド
尽
に
法

足
の
城
山
総
に

a
b
o
ナ
ポ
レ
ア
ジ
は
ロ
ン
バ
ル
ジ
ー
を
務
〈
あ
phrY6
・9vo
ガ
ゲ
十
ル
が
品
目
白
応
壮
一
際
-
除
i

J

ぺ
駒
校
恥

放
せ
j

ぺ
ωぬ
れ
ど
M

百
円
彼
拡
-
伊
太
一
利
民
放
紘
一
の
M
M
的
bda
拠

に

共

堅

3
を
加
ふ
み
な
t
り
o

彼
は
レ
心
月
下
旬
プ
ロ
!
レ
Y

一

漆
せ

6
0
彼
が
外
交
は
斯
く
し
て
最

g
至
難
な
る
迷
宮
の
ス
(
同
日
0
3
0
0
)
モ
デ
ナ
(
足
。
守
口
と
ポ
ロ
;
ア
の
町
内
一
淡
を

曹

司

品

関

宵

遇

措

晴

F
tfmvwJPJ，

 

J 
1 守、，門書輔、

雑

m

椴
利
を
仰
.
滑
滑
に
譲
ゐ
ぺ
し
O

(
間
二
一
二
八
は
伊
太
利
腕
邦
の
一
部
営
形
成
す
可
合
唱
の

と
ナ
。
似
し
此
仁
川
却
す
る
焼
ゅ
の
椴
利
を
認
ひ
る
乙
と
従

前
の
如
く
な
る
ぺ
し
o

(
五
)
タ
λ
カ
コ
!
(
吋
口

mp口
三
大
日
公
及

αモ
デ
ナ
(
認
一
え
め
l

g)
一
谷
川
い
従
前
の
位
置
に
隙
よ
り
、
庇
く
大
放
を
行
ふ
べ

1
U

。

主主

間
九
四

煽
動
し
て
俄
政
府
公
立
て
し
め
、
外
槻
上
以
前
ほ
濁
立
し
と
を
議
決
せ
し
め
北

6
0
ナ
ポ
レ
オ
y
は
正
広
己
れ
の
な

て
、
事
賃
上
ピ
エ
モ

y
政
府
の
指
持
-Z
未
b
、
機
を
見
〈
之
へ
る
織
を
以
て
己
れ
を
縛
す
唱
の
な
I
9
0

彼
は
ロ
Y

バ
ル

に
合
せ
し
め
ん
と
せ
る
な

b
。
飾
品
wは
一
八
一
五
年
維
品
ジ
!
の
卒
原
に
未
だ
駐
屯
し
つ
h

も
あ
る
ム
ハ
寓
の
大
兵
を
以

納
合
議
に
於
て
決
せ
ら
れ
た
る
伊
太
利
に
闘
す
る
事
項
に
て
、
其
数
筒
月
以
前
ま
で
援
助
を
鼠
ハ
へ
つ
、
あ
λ
ソ
し
革
命

就
き
、
訂
王
宮
加
ふ
る
必
裟
め
よ
り
と
な
し
、
並
行
償
却
手
段
志
一
の
矧
訴
を
鏡
躍
す
る
能
は
ダ
る
は
勿
論
な
'po
然
科
ど
唱

る
列
凶
合
議
談
を
拠
出
せ
よ
ツ
。
英
古
利
は
最
早
親
術
開
排
伊
一
岡
崎
仁
亦
袖
手
し
て
之
を
傍
観
せ
ん
が
彼
は
明
に
ず

J

イ
J
7

の
意
凡
を
有
し
、
花
る
保
守
内
閣
を
戴
く
も
の
仁
あ
ら
歩
。
一
ブ
ラ
シ
カ
依
約
に
扮
し
て
不
忠
貨
な
る
も
の
な
，
・
9
0
彼
が

肱
仰
の
外
相
ヅ
ヨ
ン
一
プ
ヅ
セ
ル
(
M
o
y
円河口
ω
ω
O
H
)

拡
此
列
国
一
矛
盾
せ
る
行
潟
は
'
終
仁
彼
を
し
て
此
デ
レ
シ
マ
に
立
花
し

合
同
議
設
に
賛
す
る
以
前
に
二
個
の
依
件
を
附
せ
ら
、
日
く
一
め
た
ん
J
O

九
月
に
需
品
っ
て
プ
ロ
!
レ
Y

ス
、
、
ポ
ル
ユ
ァ
、

(
ご
倣
瑛
ニ
閣
の
兵
は
訟
王
領
よ

b
撤
兵
し
、
ご
闘
は
爾
て
七
ア
ナ
の
一
一
一
政
府
合
同
し
て
モ
デ
ナ
を
以
て
共
共
同
の
首

来
永
遠
伊
太
利
半
島
に
劃
し
て
干
渉
を
誠
み
か
」
る
乙
と
を
一
一
府
と
な
し
、
一
一
!
え
の
大
侠
容
が
リ
バ
ル
ク
!
に
共
新
募

替
ふ
ぺ
し
、
ご
ご
中
央
伊
太
利
の
人
民
自
ら
其
凶
事
を
虎
一
の
兵
配
管
せ
し
め
ぬ
う
維
持
治
玉
は
激
、
悦
の
都
、
時
勢
怒
れ

断
す
る
の
棋
利
を
有
ず
る
"
も
の
な
る
乞
泳
諾
す
べ
し
と
。
一
の
ピ
エ
モ
y
王
破
門
を
賞
品
口
し
瑛
木
利
と
共
闘
内
側
と
は
急

ピ
品
一
七
y
は
今
や
備
乞
失
ラ
て
英
を
得
、
北
J
9
0

無
官
無
職
一
に
兵
吉
強
へ
て
之
を
威
嚇
せ
ん
と
せ
ん
/
。
治
去
、
機
常
、

の
一
愛
閥
者
と
な
れ
る
彼
れ
カ
グ
!
ル
は
英
闘
の
此
宣
告
一
口
一
頑
毘
ハ
サ
竹
主
、
帆
剤
、
ピ
エ
甲
山
・
『
ジ
、
革
命
政
府
、
義
勇
共
。
中

に
よ
t
り
て
一
白
寓
の
援
兵
を
得
も
た
ら
ん
必
地
を
な
せ

6
0
彼
一
・
央
伊
太
利
の
形
勢
頗
る
不
総
な
ん
。

は
好
機
逃
す
可
ら
?
と
な
し
タ
ス
カ
一
了
i

、
子
ミ
リ
!
、
ボ
此
危
急
の
崎
、
危
急
の
日
、
例
制
関
西
、
慎
太
利
及
び
ピ

ロ
ユ
ア
の
人
民
を
糊
誘
し
て
、
八
月
十
六
日
よ
よ
り
四
月
一
一
エ
モ
ン
の
丸
信
機
は
悠
々
瑞
一
西
側
ザ
-
l
リ
ヅ
ヒ

(
N
口
去
と
に

十
日
に
一
旦
ん
品
川
向
遊
技
wm
取
を
以
て
ピ
エ
モ
ン
に
令
併
す
/
る
乙
命
日
し
て
窓
々
二
筒
月
の
日
子
を
捜
し
て
、
ず
イ
一
プ
ブ

J

ア
シ
カ

弘
お

-ba 

~~"~ヤ7・":'， :-:C-''"':，:;:-r;べ「内"プケ噌---・一一
;、常、‘ .1
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四
九
一
六

の
依
約
そ
硲
ゅ
ん
せ
し
め
松
1
9
0
(

十
…
月
十
日
)
。
合
議
必
ず
に
み
数
個
の
濁
立
諸
州
を
以
て
成
立
し
、
名
州
は
勃
れ
宅
自

し
て
備
品
刊
以
五
十
九
年
十
月
二
十
日
の
目
附
を
以
て
グ
ヴ
州
の
憲
法
を
制
定
し
叉
は
有
利
な
る
改
革
吉
行
ふ
の
械

ε

ト
ハ
リ
ヲ
エ
マ
ヌ
ス
ル
に
一
舎
を
寄
せ
文
よ
り
o

つ
ず
イ
ア
一
留
保
す

J

可
し
。
斯
く
て
聯
邦
は
伊
太
利
民
総
統
一
の
原
則

プ
一
ア
シ
カ
卒
和
依
約
め
-
締
結
に
際
し
余
の
行
動
の
利
非
得
一
を
傘
、
章
一
し
、
原
一
の
閥
旗
、
単
一
の
関
税
制
皮
及
一
ば
部
…

失
を
知
る
は
問
題
仁
あ
ち
歩
、
問
題
以
怒
'
り
で
該
依
約
よ
一
の
鰐
制
を
有
す
可
営
対
も
の
な
よ
リ
。
中
央
政
府
以
之
を
線
料

2
0
伊
太
利
の
卒
和
、
欧
総
巴
の
休
養
の
斜
め
に
最
ρ

い
じ
布
一
に
践
を
、
雨
院
の
慾
百
に
基
常
符
州
中
山
機
以
引
の
住
A
W
せ
る

利
な
る
結
却
水
宏
得
る
に
在
。
。
総
和
の
必
制
時
仁
中
日
位
-OJ
て
一
代
表
者
わ
え
以
て
成
立
吃
ら
る
肝
・

6
な
t
り
。
次
仁
線
品
協
王
ー

跡
、
可
及
的
伊
太
利
の
獅
立
を
確
保
し
、
ピ
エ
モ
ン
M
A
α

一
を
名
様
首
長
Iι
裁
-R
以
て
欧
洲
に
於
け
可
の
ふ
偶
数
徒
の
宗
教

人
民
の
潟
壁
土
・
満
足
せ
し
め
，
、
然
も
之
と
岡
崎
仁
敵
州
料
金
一
的
情
換
を
満
足
せ
し
め
、
除
去
の
精
一
例
外
仁
於
け
る
椛
カ

般
に
影
響
す
る
所
大
な
る
彼
の
カ
ソ
リ
吋
ノ
グ
教
徒
孤
に
二
ぞ
増
大
せ
し
め
而
し
て
一
九
日
人
以
彼
er--し
て
人
民
の
民
統

緒
君
主
を
段
悔
す
る
mm
な
を
依
約
を
締
結
す
る
の
必
要
あ
な
る
要
求
仁
従
ぴ
譲
歩
す
る
か
を
喝
仰
併
せ
'
v

む
可
を
な
f

り
し
一
河

t
り
し
な
ん
'o

而
し
て
余
は
信
・
子
、
演
太
利
息
』
・
常
仁
し
て
々

2
0
3

此
重
大
な
る
結
果
に
到
建
せ
ん
が
然
め
に
余
と
籾
，
告
な
る
然
れ
ど
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
古
必
も
今
は
ね
川
俸
の
効
果
を

関
係
仁
立
も
相
互
卒
直
仁
実
窓
思
の
疏
通
を
計
ら
ん
が
、
・
蕊
ん
す
べ
し
と

g
見
え
歩
、
革
命
の
狐
火
は
炎
々
と
し
て
天

激
減
反
紛
の
原
聞
紙
消
滅
し
、
斯
く
て
伊
太
利
の
彼
お
統
仁
川
叫
に

b
o
y
-
リ
ヅ
ヒ
…
い
げ
の
依
約
交
は
総
も
に
し
て

一
の
業
以
卒
和
な
る
令
訟
の
淵
引
に
hM
川
b
て
符
ぴ
統
血
の
惨
此
狐
火
の
焼
守
殺
す
所
と
な
よ
ツ
て
其
狼
跡
を
止
め

2
7のに

専
を
行
ふ
の
必
要
な
か
る
可
し
。
余
の
思
惟
す
る
山
川
仁
由
主
I

リ
ぬ
。
詩
ふ
伊
太
利
の
愛
附
者
が
叫
ん
か
所
を
聴
け
。
リ

れ
げ
斯
(
の
如
を
は
資
仁
伊
太
利
後
、
伝
統
一
の
主
要
な
る
カ
ソ
リ

}
(
E
2
8
5
骨
て
共
同
胞
に
興
へ
て
臼
く
「
況
は

修
件
な
6
0
h
v太
利
以
聯
邦
組
織
の
下
に
紡
令
せ
ら
れ
や
仏
人
以
最
早
μ
」
エ
モ
シ
を
前
ふ
可
ら
歩
、
ア
ロ
!
レ
ジ
ス
宮

品

咽

寝

泊

沼

締

結

純

明

泊

目

暗

唱

沼

沼

司

四

回

週

131. 

間
ふ
べ
か
ら
京
、
タ
ス
カ
ュ
ー
を
謂
ふ
可
ら
安
、
吾
人
は
喰
だ
探
馬
府
に
限
ら
し
り
ぺ
し
、
民
忘
れ
印
も
伊
ー
ポ
利
の
治

融
和
を
説
〈
可
ら
歩
、
合
併
を
説
く
可
ら
夕
、
只
だ
須
く
安
宏
保
つ
所
以
な
よ
リ
I
C
謂
ふ
に
ゐ
1

り
を
U

十
二
月
三
十
〕

グ
イ
ヅ
ト
リ
ヲ
込
コ
ヌ
芯
ル
の
立
憲
政
府
の
下
に
会
伊
日
務
王
バ
イ
ア
ス
九
世
亦
之
I
ζ

同
意
義
の
通
牒
を
飾
品
W
J
H
-
h

太
利
の
人
民
そ
統
一
-
せ
し
め
ま
る
可
ら
歩
。
吾
人
の
潟
望

ιり
受
け
北
，
・
040
熱
必
に

γ
エ
モ
y
v
ζ

の
同
蹴
仁
反
封
し
社

ず
る
所
の
が
も
の
は
唯
だ
伊
太
利
の
統
一
及
ぴ
路
大
あ
る
の
る
外
相
り
ル
ス
ウ
ス
キ
ー
は
英
職
宏
死
性
ら
れ
、
湖
伊
鶏

み
し
と
o

鳴
呼
此
の
如
告
は
貨
に
伊
太
利
二
千
寓
の
叫
持
へ
の
ヅ
!
グ
ネ
ル
は
新
に
泉
げ
ら
れ
て
外
相
と
な
る

O

/

欧
洲

な
λ
ソ
し
な

6
0

一
は
彼
が
態
度
の
豹
娘
一
甚
し
を
に
一
穏
を
酬
明
し

t
tり
を
O

猫
の
眼
球
の
如
く
、
秋
の
容
の
如
き
が
も
の
は
ナ
ポ
レ
才
一
一
智
く
局
外
に
立
花
念
る
を
得

s
hし
五
日
が
カ
グ
1
ル
が

y
一
二
一
世
が
外
交
な
t
り
0
彼
、
が
伊
太
一
利
に
封
ず
る
方
略
は
鐙
…
再
ば
中
央
政
府
に
入
る
の
時
以
来
れ
・
・
4
0
久
し
く
中
央
伊

に
去
っ
て
一
一
一
時
せ

b
o
彼
は
旗
太
利
及
ぴ
ピ
エ
』
Y

の
問
…
太
利
の
合
併
を
断
行
す
る
に
際
勝
し
、
コ

l
λ

及
び
サ
グ

に
介
し
て
、
共
に
並
(
戚
紛
争
容
は
ん
よ
t

り
は
、
将
司
ろ
利
に
一
オ
イ
を
俄
に
捌
く
を
好
斗
云

b
し
フ
タ
ジ
ー
は
営
利
の
臓

器
ぎ
て
ピ
芯
モ
ン
ル
し
助
け
、
中
央
伊
太
利
の
令
併
を
許
し
、
一
を
下
。
、
一
月
二
十
日
カ
グ
i
ル
共
後
宮
受
け
〈
首
相
の

而
し
て
之
れ
が
野
僚
と
し
て
サ
グ
オ
イ
及
♂
一
一
!
ス
を
割
へ
職
に
就
け
よ
り
。
貨
に
其
社
冠
後
六
筒
月
な
A
ツ
念
。
彼
の
行

議
せ
し
め
ん
t
c
・
欲
す
る
に
同
点
t
り

を

。

動

は

あ

く

ま

で

も

話

線

々

一

地

な

t
り
o

何
月
二
十
必
日
新
議

叫
刊
に
「
，
法
王
及
ぱ
列
閥
曾
議
じ

(

h

h

ド
O
M
V
加

古

叩

け

k
n
o
コl

合
そ
召
集
す
る
に
常
ん
¥
訪
に
ピ
エ
d
T
Y

憲
法
は
業
趨
舟

q
g・3
)

な
る
小
冊
子
巴
閥
単
に
ふ
決
る
o
此
警
が
倣
慌
の
意
を
純
閤
宮
中
央
伊
太
利
企
で
撚
張
し
北
る
を
示
し
、
中
央
各

受
け
て
殺
は
崎
、
d

れ
し
"
も
の
な
ふ
乙
と
は
殆
ど
あ
然
の
秘
殺
州
共
に
代
議
士
を
選
出
ナ
ペ
品
c
p」命
b
北
1

り。

t
し
て
}
般
に
知
れ
波
台
化
6
0
此
書
論
ム
ヂ
る
所
以
一
議
し
二
月
一
一
一
日
悌
噺
は
悌
闘
議
合
開
院
式
に
臨
み
て
ピ
ラ
中

h

法
王
を
し
て
英
領
土
を
拘
禁
せ
じ
め
其
政
械
の
及
ぶ
所
以

y
じ
し
て
若
し
中
央
伊
太
利
を
合
併
せ
ば
俳
閥
は
必
一
歩
ア

総

‘

同
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雑

総川

m
u
yお
同

一

以

内

山

口

け

い

げ

は

け

之

金

一

日

ι
日
く
、
寸
貴
闘
の
議
に
し
て
昨
年
八
月
に
於
て
拠
出
せ
ち
れ

川
イ
去
二
}
ス
は
割
譲
せ
ち
れ
ん
と
十
o

回
路
れ
け
い
れ
い
吋
即
時
川
い
qJけ
リ
ベ
リ
ト

M
けし
U
M
u
u

g，
慨
を
し
て
片
山
・
伊
太
一
利
令
併
を
黙
認
せ
し
む
る
郵
便
と
…
自
治
を
執
れ

-60
兵
意
の
自
由
所
得
意
す
る
倣
閥
1
存
立

川
レ
イ
日
り
を
符
芯
る
"
も
の
な

b
l・
-
~
雄
也
、
サ
ボ
イ
は
貨
に
一
必

51彼
等
一
が
普
通
投
票
、
に
よ

b
て
自
ら
庭
内

5
0・ふ』札一一ベ

ヒ
コ
モ
シ
王
家
唯
一
椋
の
木
一
地
、
コ
!
ス
は
大
一
段
凶
-
宋
に
し
一
容
認
せ
ら
る
ペ
ぎ
な
t
り
(
僻
-
帝
は
持
議
長
仁
よ

b
y
w

A
2
1
2園

者
の
一
人

2
7バ
ル
ジ
ー
を
一
位
に
剖
け
る

2)Oタ
ス
カ
コ
!
亦
敢
て
室
長
治
を

産
し
、
な
る
の
お
な

b
、
其
割
譲
位
必
ム
少
や
最
私
大
な
る
民
一
甘
受
芸
る
べ
し
o

邸
も
中
央
伊
太
利
の
人
民
に
し
て
共

哲

道

芸

る

わ

ゑ

?

し

な

b
o
然
れ
共
カ
グ
!
こ
粋
遁
投
諜
に
よ
1

り
が
ノ
イ
グ
ト
リ
オ
エ
マ
ヌ
芯
ル
に
統
治

以

4m-に
府
側
し
て
最
も
巧
妙
な
る
手
腕
す
γ}
削
減
…
仏
大
'
り
o
彼
一
械
を
掠
げ
ん
と
な
ら
ば
宜
し
く
之
を
一
号
訴
す
ぺ
し
、
一
仰
し

は
此
剤
一
様
、
花
る
倣
惜
の
治
る
所
と
な
J

り
て
巴
む
な
〈
之

-i
て
叉
他
方
に
於
て
ユ
}
ス
及
-
び
サ
ず
れ
-
十
の
ニ
州
民
仁
し

服
従
し
食
る
の
統
を
一
般
仁
知
ら
し
め
ん
と

70小
策
一
て
等
し
く
地
日
越
投
票
に
よ
ん
時
況
に
合
併
せ
ん

2
2の

に
敏
に
し
て
大
局
に
迂

mmな
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ね
も
に
し
一
決
意
を
表
示
せ
ば
其
合
併
は
ん
ん
忠
良
品
同
一
な
る
唱
ハ
ノ

Y
3
2

て
彼
れ
が
務
諮
中
の
唱
の
と
な
れ
b
o
二
月
二
十
四
日
彼

7し
と
o
次
で
カ
ア
!
;
定
闘
を
誘
ぴ
て
二
郎
ト
ト
れ

は
一
倍
を
と
そ
ン
政
府
に
致
し
て
、
と
ご
り
英
一
列
間
一
金
献
に
附
す
る
の
4

引
い
い
抜
山
山
せ

b
、
仰
は
之
に
野
し

ζ
6を
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ
、
悲
ヱ
飯
の
諸
州
に
止
め
、
タ
一
て
中
央
伊
太
一
利
を
ど
モ
ン
に
人
甘
す
る
と
と
を
予
亦
列
閥
…

、
一
!
大
一
長
を
し
て
其
奮
位
に
彼
せ
し
め
ん
乙
と
を
一
袋
一
合
議
仁
附
せ
ん
と
主
張
せ

b
o
然
減
、
列
母
合
誌
に

A
M
Y
3

求

し

、

岩

し

す

よ

く

会

議

官

官

学

長

は

卸

会

併

を

罪

な

ら

し

ひ

る

所

L
V札終に

あ
る
べ
し
と
の
狂
牒
を
援
せ
1
9
0

カ
グ
!
ル
之
に
答
ヘ
て
列
図
合
議
開
設
の
提
案
を
撤
阿
せ
よ
ツ
o

ζ

れ
闘
よ
よ
り
カ
ゲ

ヨ
沼
羽
藷
話
調
舗
詩
語
母
混
諸
濁
清
道
事
謁

問
九
八

高単一

m
s
v
E
J
2
3
5
2
2一日嵯

ー
ル
が
演
出
せ
る
一
坊
の
戯
技
の
ヲ
が
o

タ
ス
カ
ュ

l
、
パ
く
コ
音
入
は
羊
の
如
(
貰
ら
れ
北
L
リ
し
と
。

ル
マ
、
モ
デ
ナ
、
エ
ミ
リ
ヤ
皆
三
月
十
一
、
二
日
の
投
譲
二
州
割
譲
の
乙
と
を
問
を
な
る
が
リ
バ
ル
ジ
ー
は
異
に

に
よ
y

り
て
ず
イ
グ
ト
リ
ヲ
芯

γ
ヌ
旦
ル
を
戴
を
て
君
主
怒
努
天
を
突
く
の
概
あ
I

り
を
O

一
彼
は
カ
グ
i
L
W
を
皆
っ
て
、

と
な
す
o

ピ

ぷ

モ

シ

議

舎

之

を

承

認

す

。

つ

犬

な

J

り
¥
狐
な
ム
ツ
O

刷
、
鼻
劣
設
、
坑
口
人
以
須
く
英
樹

ザ
グ
オ
イ
及
ぴ
一
一

1
ス
愈
よ
引
渡

3
れ
ん
と
し
て
カ
グ
仁
唾
す
ぺ
し
し
と
叫

α大
6
0
カ
グ
-
i
ル
は
獅
f

り
番
婦
の

!
ル
は
愈
よ
一
蜘
闘
の
放
を
扶
ヘ

b
o
ナ
ポ
レ
オ
Y
は
特
使
制
限
仁
…
関
恕
に
耽
よ
り
つ
、
、
佐
々
…
郎
新
骨
を
刺
す
が
'
却
を
部

ペ
ネ
デ
ヅ
チ
を
チ
ユ
リ
シ
に
一
蹴
し
て
ニ
州
の
割
譲
を
抑
制
裂
一
翁
を
以
て
枕
吟
せ
b
oつ
我
名
一
先
し
、
我
が
名
容
は
地
に
髭

せ
ん
ノ
O

カ
グ
l
ル
は
機
熟
ぜ
p

り
と
見
て
、
漸
く
エ
マ
ヌ
込
一
つ
る
と
弘
、
伊
太
利
仁
し
て
存
立
せ
ば
日
比
れ
1

り
O
L

ル
王
を
動
か
し
て
こ
州
議
被
の
依
約
に
調
印
し
北
t
り

。

一

(

九

)

カ

ゲ

/

}

ル

逝

く

時
仁
ヵ
i
グ
ル
倣
蘭
西
の
み
一
機
委
員
に
濁
し
て
滞
気
味
悪
一
北
部
及
・
び
中
央
伊
太
利
拡
殆
ど
会
く
統
一
せ
J
P
o

ピ
エ

る
を
微
笑
b
k
滋
ヘ
つ
1
3

「
似
て
粥
よ
貴
闘
は
五
日
が
共
犯
者
了
T

Y

U
瓦
仁
前
伊
太
利
を
併
せ
ぎ
る
可
ら
ヂ
o
然
れ
ど
も

ー
し
な
れ

b
k
k
0
5
3
2円。。ロ
2
n
n
o
s
z
o
ω
ゴ
)
て
ふ
意
一
吾
人
以
此
に
業
経
過
&
詳
述
す
る
能
は
宅
資
じ
伊
太
利

味
深
長
な
る
二
百
を
漏
せ
よ
ツ
O

四
月
二
日
新
議
曾
開
設
せ
一
統
一
史
中
の
此
部
分
綜
が
リ
バ
ル
ク

I
主
仁
し
て
骨
が
主

ち
れ
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ
、
ロ
ー
マ
ニ
ヤ
、
タ
ス
カ
一
一

l
等
一
人
会
カ
グ
1
ル
拡
と
れ
に
客
セ
る
の
税
な
れ
ば
な
ん
。
雨

の
港
出
せ
る
議
員
皆
参
列
し
、
阿
十
二
日
を
以
て
こ
州
劉
一

uv
、
リ
ー
を
征
服
し
き
ゐ
悦
-
賢
仁
川
H

リ
バ
ル
ク
ー
の
功
な

譲
依
約
は
一
一
一
十
二
漂
い
ね
到
す
る
こ
百
ニ
十
九
哀
を
以
て
可
ア
9
0

十
九
世
紀
の
最
大
侠
客
が
最
M

可
能
〈
共
同
目
を
後
締

決
せ
ち
れ
~
次
で
同
十
五
日
よ
'b
二
十
二
日
仁
一
旦
る
ニ
州
し
得
た
る
は
此
特
に
あ
I
9
0

人
民
の
品
目
越
投
薬
仁
よ
A
り
て
、
ニ
州
胤
窓
に
例
制
闘
に
合
併
.
…
八
六

O
年
五
月
中
ハ
日

Y
リ
バ
ル
ジ
ー
は
グ
リ
ス
ピ
}

せ
ら
れ
牝

b
o
呉
タ
サ
ボ
イ
の
一
府
民
傍
人
仁
一
談
っ
て
日

(
Oぽ
ω
い
)
の
説
く
い
ド
膝
b
て
F
o
g
-
V
R
a
w
M
M
U
W
H
d
o及
。
之
統

「乍P 
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一
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雑

総

13~ 

ず
る
機
関
式
の
老
朽
加
に

五ハ
510

一
千
二
百
の
有
名
な
る
義
一
身
兵

h
h
、H
，

Z
吋げ
0
5
8仏
三
を
織
乗
せ
し
め
て
、
ブ

Y
Y
チ
ア

(ω
仰の
g
n
U
)
の
啓
鎚
に
よ
り
て
麟
旭
じ
た
る
γ
、
リ
ー
の
'

革
命
を
助
け
ん
と
て
勇
ゅ
よ
じ
く
夕
、
不
ノ
ア
(
の
ω
ロo
p
)
少
〕
出
…

滋
せ
ら
o
カ
グ
!
ル
以
潟
く
「
事
被
れ
な
ば
叩
仰
が
リ
バ
ル
グ
一

!
に
あ
'
夕
、
事
成
ら
ぱ
功
グ
イ
ヅ
ト
リ
ヲ
芯
マ
ヌ
エ
ル

に
在
。
し
と
o

斯
く
て
伎
は
提
桜
ペ
ル
サ
ノ

(
3
3
8
9
)

に
親
し
く
滋
を
合
め
℃
日
く
1
御
身
は
宜
し
く
ず
リ
バ
ル

ジ
!
と
ネ
}
プ
ル
ス
軍
と
の
問
を
遜
泌
す
ぺ
し
。
務
ふ
能

8
0
〉
減
額
仁
一
一
一
色
旗
を
掲
げ
柁
る
省
時
巴
に
迩
わ
1

り
を
o

j
グ
!
ル
は
仰
に
共
設
土
駐
ネ
!
プ
ル
ス
ロ
公
伎
が
イ
タ
マ

リ
ナ
(
〈
山
口
山
口
M
R
U
W
〉
に
体
へ
て
ネ
}
プ
ル
ス
内
に
本
命

を
起
w
d
し
め
ん
と
し
、
策
成
ら
も
d
h
し
と
雌
号
、

Z
M
;
…》・

の
叫
容
は
到
る
所
に
問
へ
大

科
目
-
内
山
ぐ
町
内

O
吋
一
何
S
H
U
P
ロロ巾

H
u
w

列
強
以
来
よ
J

り
ピ
ー
一
E

Y

党
支
カ
j
J

-

v

・1F
J
v
f
し
し
i
/

ノ

を
非
難
せ
ら
と
雌
母
、

ル
グ
!
の
総
皮

く
習
が
訟
を
諒
せ
よ
L

と
。
而
し
て
ぺ

に
臨
み
て
臼
く
っ
若
し
事
急
な
ら
ば
余
を
プ
エ
ネ
ス
ト
レ

放
て
白
r
川
市
ず
を
峨
ゅ
、
り
ん

t
す
る
も

の
な
し
。
英
古
利
は
深
合
同
怖
を
ピ
エ
モ

y
に
寄
せ
、

J

ブ

少
セ
ル
卿
は
設
を
各
倒
使
山
川
に
剣
附
し
て
伊
太
利
を
し
て

共
邦
内
に
組
ム
ツ
た
る
一
拐
の
事
幾
k
自
ら
鹿
股
せ
し
む
ゐ

の
線
利
を
認
ひ
可
営
乙
之
を
主
張
し
た

6
0
カ
リ
バ
ル
ジ

ー
は
此
光
祭
あ
る
征
服
の
前
絵
に
何
等
の
陣
容
密
告
認
め

栄町
J

り
を
o

彼
は
終
に
八
月
十
九
日
の
夜
、
海
似
ト
一
波
ム
ツ
て

メ
リ
ト
!
(
又
日
一
円
け
と
に
上
一
践
し
、
九
月
六
日
彼
は
王
土

添
う
て
、
不
l
プ
ル
ス
仁
入
れ
I

リ
。
市
民
は
狂
害
し
て
大
侠

容
を
迎
え
た
よ
り
。

得
意
に
策
b
ー
な
る
ず
リ
バ
ル
ジ
ー
は
瓦
に
絵
王
倣
に
攻

め
入
ち
ん
と
す
る
悠
皮
を
取
れ
1

り
。
危
機
日
艇
の
聞
に
あ

ル
サ
ノ
は
援
す
る

ル
テ
(
吋

3
2
E
F
)
の
獄
に
下
せ
し

と

淘
に
μ
」
エ
モ

y

は
此
宗
一
前
一
の
枇
壊
を
拍
子
し
つ
九
傍
淑
ず
る
と
?
と
能
は
診

る
の
苦
境
に
在
よ
り
0

カ
グ
!
ル
は
仰
に
野
し
燥
に
野
し
が

リ
バ
ル
ク

l
k制
す
る
を
装
ふ
て
然
弘
之
去
助
け
診
る
可

ら
会
る
な
ん
'
0

ケ
プ
レ
ナ
の
m川柳川
μ
往
く
と
し
て
可
な
ら

才
る
な
し
o

会
民
皆
彼
の
脚
下
仁
-
飛
ん
集
J

り
ぬ
o

ネ
}
プ

ル
ス
主
震
駁
、
品
誌
に
施
政
の
方
針
を
臆
b
瞥
税
制
悩
監
ア
イ

庁
吋
ノ
サ
(
と
omg)
を
究
官
し
ー
サ
シ
、
エ
ル
モ
(
的
仰
HHμ

白
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含
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